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要旨 
旭川医科大学が中心となって実践している遠隔医療支援システムを活用して、北海道各地の医療機関に従事する研修医と

勤務医を支援する教育システムを構築した。システムを活用して遠隔勉強会に参加登録した 43 名の医師に使用経験につい
てアンケート調査を行い、40 名（93％）から回答を得た。回答者全員が勉強会は「研修に有効」と答え、勉強会への参加状
況は 22 名（51％）が「必ず参加」17 名（40％）が「だいたい参加」であった。また研修医 15 名、専門医取得前勤務医 7
名と専門医既取得勤務医 16 名が「継続参加を希望」した。本システムは医師育成の新しいシステムとして期待される。 

キーワード：遠隔医療支援、研修医教育、臨床教育、医師育成、遠隔症例検討、遠隔勉強会 

はじめに 

医師の教育にあたっては、臨床研修の場面で研修医と
指導医が親密に連絡を取りフィードバックを重ねること
が欠かせない。また、つねにチームコミュニケーション
を取る習慣が重要で、これは医師にとって生涯にわたっ
て求められるスキルとなる。地域医療・在宅医療を担う
施設は一般に都市部から離れ、小規模であることが多く、
臨床研修に必要なコミュニケーションの場面が限定され
ることがある。また、症例経験が限られたり専門性の高
い医療行為への参加が困難であったりといったことが理
由で医師が研鑽を積むための臨床研修が十分ではないと
いう現状がある。眼科領域では一施設あたりの医師をふ
くめた構成員が少人数であるためこの点が顕著である。 
一方、旭川医科大学では 1994 年以来情報通信技術を活用
した遠隔医療を実践しており、眼科領域でも多数の医療
支援実績があるが、その実施記録は臨床教育における重
要な教材となりえる。そこでこの資産を活かして道内各
地に勤務する医師、及び研修医に対する遠隔教育のシス
テムを発想し構築したので報告する。 

 

方法 

我々が使用している遠隔医療支援システムの構成図を
【図１】に示す。旭川医科大学病院遠隔医療センターに
ある遠隔相談システムサーバを介して、インターネット
に接続できる PC であればどこからでもアクセスできる

構成となっている。情報は SSL で暗号化しているが、イ
ンターネット版では匿名の症例相談のみ投稿するという
運用ルールとしている。なお、患者が特定される診療情
報については、セキュリティが確保された VPN ネットワ
ークを用いるなど情報の種類によって使い分けている。 
 

 
【図 1】遠隔医療支援システムの構成図 

 
稼働中の本システム上に新たに「勉強会」のメニュー

を作り、旭川医科大学で専門外来を担当する眼科指導医
と専門医が、日本眼科学会が行う専門医試験を念頭にし
た画像と動画を含む症例検討問題を掲載する「遠隔眼科
勉強会」を開設した。設問は日常臨床に即したものとし、
出題方法は選択枝形式や自由作文によるチュートリアル
形式など、個々の出題者が設定した。 
参加者は任意の環境でインターネットを介して設問を
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閲覧して回答や質問を出題者または勉強会参加者全員に
返信した。出題者は回答者の返信した事例について解説
を加え解答篇を作成した。【図 2】に出題例を示す。 
 

【図 2】「遠隔勉強会」の出題例 
 

この他に、これまでの遠隔医療支援の実施記録のうち教
材として適当な症例と勉強会記事に一連の通信結果を加
えたバックナンバーを、参加登録した医師全員が常時閲
覧できるように編集し「症例ライブラリ」として蓄積で
きる機能を開発した【図 3】。 
システムの有用性の評価として、参加者全員に使用経験
についてのアンケート調査を行った。 
 

【図 3】症例ライブラリ メニュー画面 

結果 

対象となる参加者は眼科志向の研修医 16 名（初期研修
医 6 名、後期研修医 10 名）と眼科勤務医 27 名（眼科専
門医取得前 10 名、専門医既取得 17 名）の合計 43 名であ
る【図 4】。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図 4】参加者の構成 
 

対象者の勤務医療機関の所在地は、旭川市が最多の 24
名で、その他の地域に 19 名（釧路市：３名、札幌市、名
寄市、稚内市、北見市、遠軽町：各 2 名、苫小牧市、留
萌市、富良野市、八雲町、根室市、道外地域：各 1 名）
である【図 5】。 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

【図 5】参加者の所属医療機関の分布 

 
 

2011 年 1 月から 5 月までに 9 回行った「遠隔眼科勉強会」
の使用経験についてのアンケートに、40 名（93％）から
回答を得た。回答者全員が勉強会は「眼科臨床研修に有
効」と答えた。勉強会への参加状況は 22 名（51％）が「必
ず参加」17 名（40％）が「だいたい参加」1 名が「あま
り参加していない」であった。研修医 1 名と専門医取得
前勤務医 2 名がアンケートに「無回答」だった【図 6】。
また、研修医 15 名、専門医取得前勤務医 7 名と専門医既
取得勤務医 16 名が「勉強会へ継続参加を希望」した。 
 
 
 

 
 
 

【図 6】勉強会への参加状況 
 

考察 

地域医療を担う医療施設では常勤眼科医師は少人数でと
きに1名体制であり、症例数が限られたり勤務地を離れて
都市部で開催される学会や研修会へ出席が困難であった
りといった理由で十分な眼科研修の機会が得難い。これ
らの事象が研修医の眼科医療に対する関心を失わせる一
因ともなっている。 
この傾向は全国的にみられ、国内の医学生における眼科
志向者は年々減少傾向にあり、2010年度の眼科入局者数
は過去最低水準となった。北海道眼科医会の会員数は現
在約460人で多くが都市部である札幌市、旭川市とその近
郊に集中している。他の地域では慢性的に眼科医不足で
あり、研修医に対する眼科臨床の必要性についての啓発
は一刻の猶予も無い現状である。 
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臨床研修はその機会を与えるだけでなく、研修成果を研
修医と指導医が確認しつつ進めていかなければならない。
地域医療を組み合わせた研修体制は、医師の偏在が顕著
な眼科領域では研修医と指導医が日々対面することが難
しく大きな障害である。研修医と指導医の双方が抱える
問題を解決するためには遠隔地における情報共有と双方
向性が欠かせないが、この克服が「遠隔眼科勉強会」開
設のねらいである。インターネットを利用した勉強会は
時間と場所の制約が無く、いつでも研修医と指導医をつ
ないでいる。本研究におけるアンケート結果では勉強会
への参加状況は研修医、勤務医ともに高く、これは参加
と運用方法の簡便さによると考えられる。また時系列で
のやりとりが記録として残り、症例ライブラリとして編
集できる本システムは若い医師にとって疑似臨床体験に
なるばかりでなく、指導医がどう指導していくかの参考
資料としても有用である。 
チームコミュニケーションを取る習慣は医師には欠かせ
ないスキルであり、広大な医療圏を活動の場にしている
北海道の医療者にとって ICT 技術を用いたコミュニケー
ションは極めて重要である。参加者の中には、これまで
遠隔医療支援システムが備えられていても実際に使う機
会がなかったが、環境設定が簡単な本勉強会を通して
ICT システムの活用に慣れて積極的に遠隔医療支援シス
テムを実際の診療の場において利用するようになった医
師が現れた。この勉強会を通じ、眼科医としてのスキル
アップをはかるとともに、遠隔医療支援システムに習熟
することで遠隔医療についての深い理解を持つ医師を育
成することは本研究の目指すところである。利用者アン
ケートの結果は本システムに肯定的なものであり、この
勉強会を通じて ICT システムが医師にとってメリットが
ある仕組みであることを正しく紹介できるならば、遠隔
医療の普及への一助となるといえる。 

 

まとめ 

本システムについて参加者から臨床教育目的の継続要望
を得た。ネットワークを基盤に時間と場所を問わない本
システムは医師教育支援の新しい形式として期待される。 
広大な医療圏を活動の場にしている地域医療に従事す

る医師にとって ICT 技術を用いたコミュニケーションに
対する習熟が求められている。医師を育てる臨床研修を、
遠隔医療ネットワークを活用して行うことで地域医療の
実践の場で遠隔医療の普及を促進させることができると
確信している。 
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